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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 2 2 3 0 0 2 0 3 3 0 0 1 0
5 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
6 * 2 5 2 4 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0
7 0 1 4 0 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
8 0 2 4 8 10 1 1 0 1 4 5 2 2 4 0
9 * 2 3 3 8 0 0 0 2 3 5 1 2 0 0
14 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
21 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
22 * 0 0 0 4 0 0 2 2 1 3 0 0 1 0
23 * 1 1 6 13 1 2 3 4 6 10 2 1 2 0
25 0 1 3 3 4 1 2 0 0 3 3 1 0 0 0
32 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
37 * 0 0 8 17 2 3 2 6 2 8 1 0 0 0
43 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
44 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 1 0 0 0

0 0 0 0 0
10 23 34 71 5 8 16 20 27 47 9 6 8 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 0 0 1 0 1 1 2 1 0 0 0 4 2 2 0
5 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0
6 0 0 0 3 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
12 0 0 0 2 2 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0
14 * 1 3 0 6 0 0 0 2 2 4 1 1 0 0
15 * 0 2 0 3 0 0 3 0 3 3 2 0 0 0
17 * 0 1 2 8 1 6 1 3 5 8 1 3 0 0
24 * 0 1 9 13 2 2 1 1 5 6 1 0 0 0
47 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 1 2 5 5 0 0 2 0 5 5 1 1 0 0
75 0 0 2 0 0 0 0 2 3 2 5 1 2 0 0
91 0 1 3 3 7 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 15 25 50 9 18 10 9 25 34 14 10 2 0

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

コ ー ト 勝ち点 10 勝ち点 7試合ＮＯ 260

103 66

敗チーム

大阪大学

男子 ２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.22
流通科学大学開始時間 14:00

会　　場 大阪産業大学

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦2次リーグ第3戦第3試合、1次リーグを2位で通過した流通科学大学と3位で
通過した大阪大学の1部リーグ昇格を果たすためには互いに負ける事の出来ない1戦となった。前半、流科大は激
しくプレッシャーをかけるがファウルが嵩んでしまう。大阪大はフリースローをもらうがそれをなかなか決めきることが
出来ない。逆に流科大は#23龍、#25佐藤がテンポよくシュートを決めていく。対する大阪大もパスを繋げ、泥臭く得
点を重ねるも、流科大#8松浦、#23龍の個人技にはかなわず最大20点の点差がつく。後半に入っても流科大の勢い
は止まらない。激しいディフェンスからアウトナンバーを作り、イージーバスケットを展開し#8松浦、#37山本が得点を
重ねていく。大阪大も#24冠野、#14長谷がシュートを決めるも差を埋めるには至らない。オールコートでプレッシャー
をかけて意地を見せるが、終始集中し続けた流科大が勝利した。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、流科大#37山本のバスケットカウントで試合がはじまる。大阪大も#14長谷が負けじと3Pシュートを返す。
この後両チームシュートがリングに嫌われる時間が続くが、試合を動かしたのは流科大#23龍、ガッツ溢れるプレイで
流科大オフェンスの中心となり、着々と得点を伸ばしていく。対する大阪大はフリースローを決めきることが出来ず、
20－8の流科大リードで第一ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、大阪大は#91太田の連続得点で点差をつめるものの、すぐに流科大は#8松浦が、シュートにアシストと
活躍し、さらに#25佐藤の連続得点など、持ち味のシュート力を存分に発揮する。大阪大も#24冠野が得意のミドル
シュートを沈めるが、#3村上がアンスポーツマンライクファウルを取られるなど、流科大の流れを止めるに至らず、46
－28と流科大がリードを広げ、前半を終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、開始早々ミスの目立つ大阪大に対し、そのチャンスを流科大は逃さない。後半開始3分足らずでリード
を28点まで広げ、大阪大にタイムアウトを取らせる。その後ミスこそ減ったものの、#24冠野が喰らいつく大阪大と、す
べてのプレイヤーがまんべんなく得点を重ねる流科大の点差は縮まらず、72－43で流科大が大きくリードし、第3ピリ
オドを終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオドに入っても流科大の勢いは止まらない。激しいディフェンスで大阪大のミスを誘い、速攻で一気に点差を
離していく。大阪大も#56前北のシュートや、#17飛田の気迫のプレイで得点を奪うが、流科大にオフェンスリバウンド
を幾度となく許してしまい、流科大#7前田、#6清水、#21井上がそのチャンスに3Pシュートを沈める。流科大の激しい
ディフェンスに対し、ドライブを仕掛けることで対応し始めた大阪大だが、点差をつめるに至らず、103‐68で流科大
が1次リーグのリベンジを果たした。
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記録

流通科学大学

Ｆ REBOUND選　手　名 ＦＴ

前田 凌 3 8

PTS ３Ｐ ２Ｐ MIN

垣﨑 真吾 4 23

清水 雄太 10 12
粕谷 祐介 2 5

AS ST BSTO

松浦 慎哉 23 22
諏訪 裕亮 12

山本 涼司 0 3

Team / Coach:

龍 季弥 16 24

21

佐藤 仁彦

4

13

32
松屋 佑季 0 3
井上 健太 3 6

16

1

冠野 裕大

MIN２Ｐ

5
6

辻 直弥 0

山本 真弥 18

李 尚 0
天田 英彦

合　　　計

10

103

21
高田 竜豪 2 3

19

ＦＴ

上野 亮佑
岸本 涼太

村上 雅人

1
11 24

一里山 健

62.5%
200

AS ST BS

22

TO

長谷 保範

2田村 廉之介 1

32

0 15
3 22

6

Ｆ REBOUND

43.5% 47.9%RATE

PTS ３Ｐ

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名

50.0%

0 -

合　　　計
Team / Coach:

-
坂田 航樹 -

50.0%
68 200

RATE 20.0%

-

藤本 大仁
飛田 拓海 5

山内 晨伍 2
前北 光

16

杉山 佑樹 2 2

2
太田 麗嗣 10

0 -

23

20


